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論 文 内 容 の 要 旨
地球の磁気圏の概念が確立し, その内部がプラズマで満されていることが判明して以来, 磁気圏に関す
る古典理論を電磁流体力学'の立場から書きなおす必要が生じ, 多くの人々がその試みをして きた. しか
し, これらの人々の研究は, いずれも磁気圏全域にわたって磁場の乱れの振幅がその平均値に比べて十分
小さいとして線型化して論じるか, 磁気圏媒質は一様であるとの仮定を用い簡単化して取扱ったものであ
る｡ しかし, 最近のスペース ･プローブによる直接観測や, VLF帯電波の伝播による間接観測の結果は,
いずれも上記のような簡単化が少なくとも上部磁気圏において不適当であることを示している｡
本論文は磁気圏内外で磁場に直角方向に伝わる磁気流体波を, 媒質の非一様性および波の非線型性を合
わせて考慮に入れて論じ, その結果を磁気嵐急始部分 (通常SSC と略記する) の解釈に役立たせようとし
たものである｡
最近スペース ･プローブによる観測から, SSC が太陽風内を伝わって来る衝撃波または不連続面による
らしいという証拠が断片的に示されている｡ 申請者はまず, 太陽風内の衝撃波が磁気圏内に侵入する前に
おこる弓型筏撃波面 (bowshock)および磁気圏界面 (magnetopause)との相互作用を調べ, その結果
としてうける減衰を定量的に調べたO さらにそのように減衰をうけた衝撃波が磁気圏内を伝わる様子を調
べるために, 磁気圏内の媒質を細分化し, その各層毎には媒質の一様性が成立していて, 各層に移る際に
うける部分反射の積み重ねが全体の減衰になるという考えに基づいて, 磁気圏内で期待される入射衝撃波
の減衰を計算した｡ その結果, 太陽風内に存在すると考えられるもっともらしい衝撃波は地球半径の2 -




ている｡ この場合, 磁気圏前面は高電気伝導性プラズマ粒子群にとって鏡面壁とみなし得ることに着 目
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し, 壁を通る変移の問題とみるより, むしろ墳界壁の超音速運動によってその前方に新たな波が発生する












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
地上で観測される磁気嵐は, 通常SSCと略記される急始部分で始まる事が多い｡ この部分の説明とし
て, 太陽粒子流と地球磁場との相互作用を詳しく取扱った Chapman-Ferraro理論がある｡ この理論で
は, 相互作用の結果, 地球磁場は圧縮されてその表面に電流が流れ, その磁場効果としてSSC現象を説








波の減衰のようすを調べ, さらに磁気圏内に伝わるとその非一様性のために一層減衰して, 地心距離 2 -
4RE (RE は地球半径) に達するまでに, 考えられるような太陽風内衝撃波はすべて正規波 (または弱衝
撃波) になってしまう事が見出された｡ そこでそのような距離に初期波面をもつ波の伝播を計 算 した結




とその伝播を調べ, 次の結果を得た｡ (1)太陽風内の不連続面での圧力増大は, 磁気圏界面で新たに伝播性




から, 衝撃波によって leV 程度の粒子が 100eV まで加熱されると考えられる｡(5)磁気界面と衝撃波面
との問の空間がS S C や S I の立上り時間の決定に重要な役割を果す｡ これらの結果は, いずれも観測結
果の説明に都合がよい｡
さらに現実の磁気圏に近いモデルとして, プラズマ圏界面が存在する場合についても同じような計算を
試み, そのような圏界面の存在が, S S C に伴って現われる地磁気脈動の説明に非常に都合が良い事を示





参考論文 1 - 6 は主論文の基礎をなす研究であり, 参考論文 7 は等方モード波の伝播を, 参考論文8 は
電子プラズマ振動を例にとって準線型理論を検討したもの, 参考論文9は磁気圏でのドリフト不安定を議
論したもので, 申請者のすぐれた研究能力を知ることが出来る｡
以上を総合して本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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